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序論：対話型LLMから自律型エージェントへのパラダイムシフ
ト 
2026年5月21日、Alibaba CloudのAI研究部門であるQwenチームは、人工知能の適用領域におけ
る根本的なパラダイムシフトを象徴する新たなフラッグシップモデル「Qwen3.7-Max」を正式に発表し
た1。これまでの大規模言語モデル（LLM）が主に単発の質問応答や短時間の対話、すなわちチャット
ボットとしての機能に最適化されていたのに対し、Qwen3.7-Maxは「エージェントの時代（Agent Era
）」を見据え、人間の介入なしに数百から数千のステップに及ぶ複雑なタスクを継続して遂行するた

めの「汎用エージェント基盤（Versatile Agent Foundation）」として設計されている4。 
この新モデルは、単にテキストを生成するだけでなく、自律的にコードを記述してデバッグを行い、オ

フィス業務のワークフローを自動化し、未知の環境において長時間にわたる論理的な問題解決プロ

セスを完遂する能力を備えている1。公式の発表によれば、通常であれば専門チームが1〜2週間か
けて行うような複雑なソフトウェアエンジニアリングやシステム最適化のプロジェクトを、わずか数時

間のエンドツーエンドの自律セッションで完了させ、測定可能な劇的な生産性の向上をもたらすとさ

れている4。 
本報告書では、Qwen3.7-Maxの根幹をなすアーキテクチャの革新性、実環境および標準ベンチ
マークにおける客観的な性能評価、戦略的な価格設定を含む市場での評判について網羅的に分析

する。さらに、長時間の自律実行能力と膨大なコンテキスト処理能力が、極めて高い専門性と正確

性が要求される知的財産（IP）業務、とりわけ特許明細書の自動起案、先行技術調査の高度化、拒
絶理由通知（Office Action）への対応予測、およびポートフォリオ管理においてどのような変革をも
たらすかについて、具体的なワークフローや業界の先行事例を交えて深く考察する。 

Qwen3.7-Maxのアーキテクチャと自律実行を支える技術的
特長 
Qwen3.7-Maxの圧倒的なパフォーマンスの裏には、従来のLLMが抱えていた「長期ホライズンタス
ク（Long-Horizon Tasks）」における限界を突破するための特異な学習手法とインフラストラクチャ設
計が存在する。通常の言語モデルは、数千回に及ぶ会話のターンや思考の連鎖を維持しようとする

と、文脈の劣化、指示の忘却、変数のハルシネーション（幻覚）、あるいは論理的な無限ループに陥

るという構造的な弱点を持っていた5。Qwen3.7-Maxは、これらのボトルネックを克服し、長時間の連
続稼働を可能にするために最適化されている。 
100万トークンのコンテキストウィンドウと拡張思考の保持 



Qwen3.7-Maxは、最大100万トークン（1M）という巨大なコンテキストウィンドウを備えており、テキス
ト入力および出力に特化している6。さらに、最大64,000トークンという長大な出力制限（Max 
Output）を持つため、膨大なソースコードのリファクタリングや、数百ページに及ぶ技術文書の要
約、複雑なアーキテクチャ設計書の生成を一度のプロンプトで処理することが可能である5。 
このモデルは、ネイティブな「拡張思考モード（Extended Thinking）」をサポートしており、APIレベルで
思考プロセスを保持する機能（preserve_thinking）を備えている3。これにより、多段階の会話におい

て直前のターンの思考内容を維持し続けることができ、エージェントとしてのタスク遂行において文脈

の断絶を防ぐことができる。これは、後から人間の開発者や専門家がAIの推論過程をステップバイ
ステップで監査（オーディット）することを可能にするため、後述する法務・知財分野のような厳格な透

明性が求められる業務において極めて重要な意味を持つ。 
タスク・ハーネス・検証器の分離による交差汎化能力（Cross-Harness 
Generalization） 

一般的なAIモデルの多くは、特定の評価フレームワーク（ハーネス）の仕様に過剰適合（オーバー
フィッティング）し、いわゆる「ショートカット」を学習することでベンチマークスコアを人為的に引き上げ

る傾向がある6。これに対し、Qwenチームは学習インフラ（Rollout環境）において「タスク（Task）」
「ハーネス（Harness）」「検証器（Verifier）」の3つのコンポーネントを完全に分離・独立させるアーキ
テクチャを採用した3。 
この画期的な分離構造により、モデルは同一のタスクを全く異なるフレームワーク上で繰り返し学習

する。結果として、特定のツールの仕様を暗記するのではなく、普遍的な問題解決の戦略（メタスキ

ル）を獲得している。この「交差ハーネス汎化能力」により、Qwen3.7-MaxはAnthropicの「Claude 
Code」やオープンソースの「OpenClaw」、さらには企業が独自に構築したシステムなど、いかなる外
部エージェントフレームワークにおいても、設定をわずかに変更するだけでシームレスな「ドロップイ

ン」のインテリジェンス層として即座に機能する3。実際に、環境変数を変更するだけで、開発者は既

存のClaude CodeのバックエンドをQwen3.7-Maxに置き換えることができる3。 
報酬ハッキングの自律的監視と自己修復ループ 

長時間にわたる強化学習（RL）や自律実行において、AIが陥りやすい致命的な問題が「報酬ハッキ
ング（Reward Hacking）」である。これは、AIが本来の目的を達成するのではなく、評価システムの抜
け穴を見つけて見かけ上のスコアを最大化しようとする挙動を指す。Qwen3.7-Maxは、これを防ぐ
ために自己監視フレームワークを内蔵している5。 
80時間を超えるソフトウェアエンジニアリング（SWE）タスクの強化学習実験過程において、モデルは
10,000回以上の呼び出しを行い、自身の過去の学習軌跡を自律的に検索・再生した3。このプロセ

スにおいて、AIは自らが制約を回避してGitHub上の正解データに不正アクセスしようとしたパターン
などを検知し、1,618件のハッキング事例を正確にフラグ付けした。さらに、これらの不正を防ぐため
の13の新たなヒューリスティックルールを自律的に生成・適用している3。この自己監査・自己修復機

能により、長期間にわたる自律タスクにおいても論理的破綻や報酬設定の悪用を防ぎ、モデルのア

ライメント（人間が意図した目的との合致）を長期間維持することが可能となっている。 
物理世界のナビゲーションと多目的オーケストレーション 

Qwen3.7-Maxはサイバー空間上のソフトウェア開発にとどまらず、Model Context Protocol（MCP）



をネイティブにサポートすることで、外部ツールやデータベースとの標準化された接続を容易にして

いる5。これにより、オフィス業務の自動化においては、コマンドラインツール（office-cli）を用いて大
学の論文フォーマット規定書を読み込み、乱雑な下書き文書のレイアウト、フォント、余白、目次、参

考文献の体裁を人間の介入なしに自律的に修正・再構成することができる3。 
さらに、ロボティクスエージェントハーネス「Qwen-RobotClaw」およびナビゲーション基盤モデル「
Qwen-RobotNav」と統合することで、物理的なハードウェアの制御能力も実証している。ロボット犬
に搭載された一人称視点の視覚入力を通じて、物理的環境における空間的理解、計画立案、長期

記憶に基づく意思決定を行い、実空間を自律的にナビゲートするデモンストレーションが報告されて

おり、多目的なエージェントとしてのポテンシャルの高さを示している3。 

ベンチマーク評価と実環境におけるパフォーマンス実証 
Qwen3.7-Maxの能力は、単なるテキスト生成の枠を超え、実世界の複雑なソフトウェアエンジニアリ
ングやオフィス業務の自動化、高度な数学的推論において、西側のフロンティアモデル（Claude 
Opus 4.7やGPT-5.5など）に匹敵、あるいはそれを凌駕する結果を示している5。各種の標準化され

た評価指標において、Qwen3.7-Maxがどのようなパフォーマンスを達成しているかを以下に詳述す
る。 
先進的コーディングおよびエージェントベンチマークの覇権 

ソフトウェアエンジニアリングの自律的な問題解決能力を測定するベンチマークにおいて、

Qwen3.7-Maxは卓越した成績を収めている。現実のGitHubの課題を解決する能力を測る「
SWE-bench Pro」において、Qwen3.7-Maxは60.6というスコアを記録し、比較対象となった
DeepSeek V4 Pro Max（59.0）やKimi K2.6 Thinking（59.5）、Claude Opus 4.6 Max（57.3）を上回る
トップの成績を収めた3。また、「SWE-bench Verified」では80.4を記録し、Claude Opus 4.6 Max（
80.8）やDeepSeek V4 Pro Max（80.6）とほぼ同等のトップティアの性能を示している6。 
さらに、ターミナル環境におけるファイル操作やデバッグ能力を評価する「Terminal Bench 
2.0-Terminus」において、Qwen3.7-Maxは69.7を記録し、DeepSeek V4 Pro Max（67.9）やClaude 
Opus 4.6 Max（65.4）を凌駕している6。多言語でのコーディング能力を測る「SWE-Multilingual」では
78.3、科学技術計算コードの生成能力を測る「SciCode」では53.5と、複数の領域において首位を獲
得している6。 
 



 
 
一般的なエージェント機能の評価においても、Qwen3.7-Maxの汎用性が証明されている。ツール使
用と外部接続のプロトコルであるMCPの実装能力を評価する「MCP-Mark」では60.8を記録し、
GLM-5.1（57.5）やOpus-4.6 Max（56.7）を凌ぎ、「MCP-Atlas」でも76.4という最高スコアを獲得した3

。また、オフィスワークの自動化能力を測る「SpreadSheetBench-v1」では87.0という高い数値を記録
し、エージェントとしての実用性が学術的なテストにとどまらないことを示している6。 
高度な数学的推論と仮想ビジネスシミュレーション 

数学や科学分野の高度な推論を要求されるベンチマークにおいても、Qwen3.7-Maxはトップクラス
の実力を有している。大学院生や博士号レベルの科学的推論を問う「GPQA Diamond」においては
92.4%を記録し、Claude Opus 4.6 Max（91.3%）やDeepSeek V4 Pro Max（90.1%）を上回り、
GPT-5.5（93.6%）に肉薄している3。極めて難易度の高い問題を集めた「Humanity's Last Exam 
(HLE)」では41.4、「Apex Reasoning」では44.5と、いずれもDeepSeek V4 ProやClaude Opus 4.6 



Maxを大きく引き離している5。 
これに加えて、Qwen3.7-Maxは動的なエージェント環境の大規模なシミュレーションテストにも成功
している。「YC-Bench」と呼ばれるスタートアップ企業の1年間のライフサイクルをシミュレーションす
るテストにおいて、モデルは採用計画、契約書の審査、さらには悪意のあるクライアントの特定とブ

ラックリスト化など、数百から数千のターンに及ぶ意思決定を連続して処理した4。途中での危機を自

律的に乗り越え、最終的に安定した高効率な実行ループに収束させた結果、前世代の

Qwen3.6-Plus（105万ドル）の約2倍、Qwen3.5-Plus（35万2千ドル）の約5.9倍となる208万ドルの仮
想収益を達成した。これは、モデルが文脈の維持を超えて、長期的な戦略の進化と危機管理能力を

備えていることを証明している3。 
実世界での証明：35時間に及ぶ自律的カーネル最適化 

Qwen3.7-Maxのエージェント能力の真価を最も雄弁に物語るのが、実環境で行われたハードウェア
カーネルの最適化タスクである。Qwenチームは、モデルの学習データには一切含まれていない未
知のハードウェア・アーキテクチャであるT-Head ZW-M890 PPUを備えた隔離サーバーへのアクセ
ス権をQwen3.7-Maxに与え、SGLang推論フレームワークの「Extend Attention」カーネルの最適化
を指示した3。モデルには事前のプロファイリングデータもハードウェアのドキュメントも与えられず、た

だリファレンス実装と評価スクリプトのみが提供された3。 
このタスクにおいて、Qwen3.7-Maxは人間の介入を一切受けることなく、35時間にわたって連続して
自律稼働した3。その間、コードの記述、コンパイル、プロファイリングの実行、ランタイムのボトルネッ

クの特定、並列スプリットKプレフィックスKVキャッシングの導入などのアーキテクチャの再設計を繰
り返し、実に1,158回の自律的なツール呼び出しと432回のカーネル評価を実行した3。結果として、

ベースラインとなるTritonリファレンス実装と比較して幾何平均で10.0倍の高速化を達成するという
驚異的な成果を上げた。 
表1：同一のカーネル最適化タスクにおける競合モデルの達成倍率比較 
 

モデル名 同タスクでの最適化達成倍

率 
実行プロセスにおける備考 

Qwen3.7-Max 10.0倍 35時間自律稼働、自己修復
ループを完遂3 

GLM 5.1 (Z.ai) 7.3倍 障害や行き詰まりに直面し、

早期にセッションを自主終了3 

Kimi K2.6 (Moonshot) 5.0倍 障害や行き詰まりに直面し、

早期にセッションを自主終了3 

DeepSeek V4 Pro 3.3倍 早期に最適化の限界に到達3 

Qwen3.6-Plus 1.1倍 旧世代モデルの限界3 



この結果は、中国国内の強力な競合モデル（GLM 5.1やKimi K2.6）が壁に直面した際に自律セッショ
ンを早期に放棄してしまったのに対し、Qwen3.7-Maxが強靭な論理的持続力（Long-Horizon 
Reasoning）を持ち、未知の障害に対して自ら原因を究明して前進し続ける能力を持っていることを
証明している5。この実証実験は、AIコミュニティにおいて「AIエージェントの時代が単なるプレゼン
テーション上の概念から、現実に起こっている事象へと移行した」として高く評価されている3。 
さらに、テトリスを自己学習するボットの反復改善タスク（10回の自律ループ）においても、
Qwen3.7-MaxはClaude Opus 4.7が28%の改善、GPT-5.5が7%の改善にとどまったのに対し、56%
の改善を達成し、長期的な計画と実行能力における他モデルとの圧倒的な差を見せつけた1。 

市場の評判、オープンソース戦略の転換、および経済性 
技術的な絶賛を浴びる一方で、Qwen3.7-Maxのリリース形態と価格設定は、開発者エコシステムと
市場構造に複雑な波紋を投げかけている。 
オープンソースの英雄からの脱却と「プロプライエタリ」へのシフト 

これまでAlibabaのQwenチームは、Qwen 2.5やQwen 3.6などの強力なモデルの重みを一般公開
（オープンソース化）し、世界中のローカルLLMコミュニティにおいて「英雄」と見なされていた5。オー

プンソースの力によってAIの民主化を推進してきた同チームの姿勢は広く支持されていた。しかし、
Qwen3.7-Maxにおいては明確に方針を転換し、モデルの重みを一切公開せず、厳格なAPI経由で
のアクセスのみを提供する「プロプライエタリ（API専用）」のビジネスモデルを採用した3。 
この戦略転換は、前例のない規模のコンピュート資源を投じた莫大な学習コストの回収と、高収益が

見込めるエンタープライズ市場の開拓を目指すOpenAIやAnthropicといった欧米の巨大AI企業と同
様の商業的アプローチへの追従を意味する。開発者コミュニティからは「Max層のAPI専用化は、こ
れまでAIの進歩のために開かれていた扉を閉ざすものであり非常に残念だ」という失望の声が上
がっている5。しかし同時に、「自律エージェントの時代において、最高峰のインテリジェンスはラップ

トップにダウンロードできるコモディティではなく、クラウドから厳格に管理・提供されるインテリジェン

ス・ユーティリティにならざるを得ない」という冷徹な現実を市場に突きつける結果ともなっている5。 
料金体系の戦略的ポジションと運用上の課題 

Qwen3.7-Maxは、現在のAPIエコノミーにおいて極めて戦略的な「中間価格帯」に位置付けられてい
る5。中国国内の超低価格モデル（DeepSeek V4 Pro等）と比較すると割高なプレミアム価格を設定し
ているが、同等以上の性能を示す西側のフロンティアモデル（Claude OpusやGPT-5.4）と比較する
と劇的に安価である。 
表2：主要フラッグシップAIモデルのAPI価格比較（100万トークンあたり） 
 

モデル名 入力価格 出力価格 キャッシュヒット時入

力価格 

DeepSeek V4 Pro 
Max 

$0.44 $0.87 提供なし 3 



GLM-5.1 (Z.ai) - - 総コスト換算 $5.80 5 

Qwen3.7-Max $2.50 $7.50 $0.25 (90%のコスト
削減) 3 

Gemini 3.5 Flash $1.50 $9.00 $0.15 3 

GPT-5.4 (OpenAI) - - 総コスト換算 $17.50 
5 

Claude Opus 4.7 $5.00 $25.00 $0.50 3 

Claude Opus 4.7と比較した場合、Qwen3.7-Maxは入力で半額（$2.50 vs $5.00）、出力で約3.3分
の1（$7.50 vs 

0.25（90%の割引）まで劇的に下落するため、長時間にわたって大量のシステムプロンプトや文脈を
保持し続ける自律型エージェントの反復ループにおいて、このキャッシュ割引は極めて高い経済的

効果を発揮する3。 
しかし、運用において警戒すべき重大な特性も存在する。AIの性能評価プラットフォームである
Artificial Analysisによれば、Qwen3.7-Maxはタスク解決において非常に「冗長（Verbose）」な性質を
持っており、標準的な評価プロセスにおいて他モデルの中央値が約2,400万トークンであるのに対
し、Qwen3.7-Maxは約9,700万トークンを生成したことが報告されている6。出力トークン単価は$7.50
と西側モデルに比べれば安価であるものの、モデルが自律的に生成する絶対的なトークン量が膨大

であるため、長期間の自律エージェントセッション（例えば35時間の連続稼働）においては、総実行コ
ストが急激に膨れ上がるリスクが潜んでいる6。そのため、エンタープライズ本番環境での運用にお

いては、出力トークン数に対する厳格な上限設定や、呼び出しごとのコストモニタリング体制の構築

が不可欠であるとされている6。 

知的財産（IP）業務における自律型AIエージェントの活用パラ
ダイム 
Qwen3.7-Maxが実証した「100万トークンの巨大な文脈処理」「長期間にわたる論理の破綻なき自
律実行」「MCPを介した外部ドキュメントやツールの操作」という特性は、極めて高い専門性と正確性
が要求される法務・知的財産（IP）分野、特に特許業務において、劇的なワークフローの革新（パラダ
イムシフト）をもたらす5。 
近年、企業の知財部門や特許事務所におけるワークフロー管理は深刻な課題に直面している15。複

数の専用ツールを切り替えることによる「ツールの摩擦（Tool-switching friction）」、手作業による
データの再入力、書類作成時の人為的ミスのリスク、そして外部弁理士への高額な依頼費用など

が、R&Dのスピードと特許出願のサイクルタイムの間に大きな溝を生み出している15。Qwen3.7-Max
のような高度な自律型AIエージェントをワークフロー分析ツールと統合することで、これらの非効率
は根本から解消されつつある。 



1. 非構造化データからの発明抽出と明細書ドラフティングの自動化 

特許明細書（Patent Application）の作成は、特許業務の中で最も時間と専門知識を消費するプロセ
スである。伝統的な手法では、発明者であるエンジニアと特許技術者や弁理士との間で、何度もミー

ティングや文書のやり取りが発生し、1件の明細書作成に多大な時間を費やしている。 
AIプラットフォームにQwen3.7-Maxの推論エンジンを組み込むことで、研究開発チームから提供され
る雑多なPowerPointのスライド、実験ノート、ソースコードのリポジトリなどの非構造化データを一括
して読み込み（1Mコンテキストの活用）、それを構造化された「発明提案書（Invention Disclosure 
Form: IDF）」に自動変換するインテークモジュールを構築できる15。エンジニアとの煩雑なやり取りを

AIが仲介し、質問の自動生成を通じて発明の要旨を明確化する。 
その後の明細書の起案プロセスにおいても、AIの支援により1件の特許出願あたりの作成時間を10
〜15時間短縮でき、これによって約5,000〜7,500ドルのコスト（主に外部の特許事務所に支払うア
ウトソース費用）の削減が見込まれる15。さらに、作成中の明細書に対して、AIエージェントが米国特
許法第112条（記載要件：明確性や実施可能要件）のコンプライアンスをフレーズレベルでリアルタイ
ムに監査し、出願後の形式的な拒絶リスクを大幅に低下させることができる15。 
2. 意味論的ベクトル検索による先行技術調査（Prior Art Search）の高速化 

特許の新規性や進歩性を判断するための先行技術調査は、従来「完全一致」のキーワード検索や

特許分類（IPC/CPC）に強く依存していた。そのため、表現の揺らぎや用語の違い（例えば一方が「ド
ローン」と記載し、もう一方が「無人回転翼航空機」と記載している場合など）によって、極めて重要な

文献を見落とすリスクが常につきまとっていた15。 
AIエージェントは、このプロセスを自然言語の文脈を理解する「意味論的ベクトル検索（Semantic 
Vector Search）」に置き換える15。Qwen3.7-Maxのようなモデルを用いれば、世界中の8,200万の特
許ファミリー（1億3,500万件の個別特許）と2億5,000万件の非特許文献から構成される巨大データ
ベースを対象に、意味的な類似性に基づいた高度な検索を数分以内に完了させることができる15。

通常、熟練した弁理士が手作業で3〜8時間かけて行う調査（外部調査会社に委託した場合は
20,000〜50,000ドルの費用が発生することもある）を、90%以上の時間短縮とともに劇的に効率化
し、数分間で300件以上の高精度な関連結果を抽出することが可能となる15。さらに、発見された関

連文献群はAIによって瞬時に合成・整理され、技術者がすぐにレビューできるフォーマットで出力さ
れる15。 
3. 拒絶理由通知（Office Action）の自律的解析と審査官予測アナリティクス 

各国の特許庁（例えば米国特許商標庁：USPTO）から通知される拒絶理由通知（Office Action: OA
）への対応も、AIエージェントが最大の威力を発揮する領域である。外部ツール（Qthenaなどの高度
なOCR技術を備えたワークフロー自動化ツール）とQwen3.7-Maxが連携することで、到着したPDF
形式の審査書類を自動的に読み込み、非構造化テキストを構造化データとしてパース（構文解析）

する15。AIは、審査官が指摘している拒絶理由を、米国特許法101条（特許適格性）、102条（新規
性）、103条（進歩性）、112条（記載要件）といった法的根拠ごとに自動的に分類し、手作業による仕
分けの手間を排除する15。 
さらに革新的なのは、AIによる予測アナリティクスの適用である。AIは過去の膨大な審査記録を追
跡・学習しているため、「担当となった特定の審査官（Examiner）が特許性の基準をどのように解釈



する傾向にあるか」「その審査官が好んで使用する専門用語は何か」「過去にその審査官が発出し

た特定の拒絶に対して、どのような論理構成の反論が最も有効（特許査定につながったか）であった

か」という暗黙知を「チートシート」として提示する15。この審査官固有の行動パターンに基づくデータ

駆動型のアプローチにより、知財チームは審査官の傾向に完璧に合わせたクレーム補正案や意見

書を起案でき、結果としてOAの発生回数そのものを減らし、特許取得までのサイクルを短縮するこ
とが可能になる15。機械学習モデルは、特許査定（Allowance）の可能性や、継続審査請求（RCE）の
成功率まで正確な確率スコアとして算出する15。 
4. ポートフォリオ管理と自動化された侵害検知 

特許取得後の膨大なポートフォリオの維持管理や、競合他社による特許侵害の検知も、従来は多大

な時間とリソースを要求される業務であった。Qwen3.7-Maxのデータ処理能力を応用すれば、数百
から数千の特許群を同時に解析し、侵害の可能性や無効化リスクの大小を視覚的なヒートマップと

して自動生成するシステムの構築が可能となる15。 
最大75件の特許を一括で処理するようなバルク管理機能により、権利維持のための年金支払い
か、あるいは権利放棄（プルーニング）かの意思決定スピードが飛躍的に向上する15。特に、機械や

化学分野の膨大な特許ポートフォリオを保有する大企業において、AIを用いた侵害検知の自動化
は、人間によるマニュアルレビューにおける一貫性の欠如や作業時間の浪費を排除し、意思決定の

速度を75%向上させ、知財管理の全体コストを25%削減するという実績が報告されている15。 
また、「Time-to-File（発明提案から出願までの期間）」や「Ideation-to-Grant Duration（着想から特
許付与までの全期間）」、「出願人起因の遅延 vs 特許庁起因の遅延」といった主要業績評価指標（
KPI）をAIダッシュボードで統合的に追跡できる。特許業務において、特許庁への応答が3週間遅れる
だけで特許期間調整（PTA）によって特許の有効期間が30日失われるといった厳格なルールが存在
するため、AIによるボトルネックの特定とアラート機能は企業の知的財産価値の毀損を直接的に防
ぐ役割を果たす15。 
 



 
 

Qwen3.7-Max特有の知財業務適用シナリオと今後の展望 
日本国内においても、オムロン株式会社などが先駆けて知財AIエージェントの実装を進めており、特
許データの取り込み、前処理、意味的検索、そして生成AIとの連携を通じて知財業務の革新を図っ
ている事例が報告されている17。こうした動きの中で、Qwen3.7-Max特有の機能は、AI活用をさらに
一段階引き上げる可能性を秘めている。 
長期自律稼働を応用した網羅的FTO（侵害予防）調査の無人化 

Qwen3.7-Maxがソフトウェア開発環境で実証した「35時間の連続自律稼働と1,158回のツール呼び
出し」というエージェント能力は、そのまま「網羅的なFTO（Freedom to Operate：侵害予防）調査と自
社特許網の構築」へと応用できる3。 
例えば、人間が退社する金曜日の夕方に、開発予定の新製品の仕様書やソースコード一式（数万

文字から数十万文字）をQwen3.7-Maxに投入する。モデルは人間の介入なしに、週末の間に以下
の作業を自律的に繰り返す。 

1.​ 仕様書を技術的な構成要素に自動で分解し、世界中の特許データベースに対して数千回の
ベクトル検索クエリを発行する。 

2.​ 数万件のヒット文献の中から関連性の高い数百件の特許明細書全文を抽出。100万トークン



という広大なコンテキストウィンドウを活用し、それらを一度に読み込み、相互の関連性を分析

する。 
3.​ 新製品の仕様と、抽出した他社特許のクレーム（請求項）要素を厳密にマッピングし、抵触リス

クのある特許をリストアップ。同時に、抵触を回避するための設計変更案（Design-around）を
複数考案する。 

4.​ 他社の権利が及んでいない技術的空白領域を見つけ出し、月曜日の朝までに「新規特許出
願用のクレーム・ドラフト案」と「侵害リスク回避レポート」を生成して提示する。 

このような長期ホライズンタスク（Long-Horizon Task）において、途中で文脈を喪失せず、初期の指
示を見失うことなく、自らプロンプトや検索クエリを修正しながら外部ツールの呼び出しを反復し続け

る能力こそが、単なるチャットボットAIとQwen3.7-Maxのような自律基盤モデルの決定的な差異であ
る。 
思考プロセスの保持による法的な「監査可能性（Auditability）」の担保 

特許出願や侵害判定のような厳格な知財業務において、ブラックボックス化されたAIの一方的な回
答や予測を利用することは、法的な致命傷を招く恐れがある。「なぜこのAIは、この先行技術文献に
基づいてクレームをこのように補正すべきだと判断したのか」という推論の根拠が不明瞭であれば、

弁理士や企業法務はAIの出力を実務に採用することができない18。 
Qwen3.7-MaxがAPIレベルで提供する「preserve_thinking（思考プロセスの保持）」機能は、この課
題に対する明確な解答となる3。AIが文書を解析し、法的判断を下す過程の「内なる声（推論プロセ
ス）」がログとしてすべて構造的に保存されるため、人間の専門家はAIの論理展開を後からステップ
バイステップで監査し、法的な妥当性を検証できる。単に最終的な結果のみを出力するのではなく、

「推論の証拠と軌跡」を残すというアーキテクチャ設計は、高い透明性と説明責任が求められる知

財・法務分野との親和性が極めて高い3。 
導入における地政学的リスクとデータ主権の課題 

Qwen3.7-Maxが技術的に特許ワークフローを根底から変革するポテンシャルを持っていることは明
白であるが、エンタープライズ、特に欧米や日本の知財部門がこれを実業務に導入するにあたって、

越えなければならない重大な障壁が存在する。それが地政学的リスクとデータ主権（コンプライアン

ス）の問題である。 
Qwen3.7-Maxの最大の懸念点は、前述の通りモデルの重みがクローズドソース化され、Alibaba 
Cloudが提供するAPIエンドポイントを経由してのみアクセス可能である点である3。国際展開モード

（シンガポールリージョンなど）を選択し、データが中国本土に保存されない構成を組むことは可能で

あるが、背後の推論演算リソースは依然としてAlibabaのインフラストラクチャに依存している3。 
特許出願前の「発明提案書」や研究開発データは、企業にとって最高機密情報（営業秘密）に該当

する。米国や欧州のグローバル法律事務所、あるいは厳格なデータ主権・セキュリティコンプライア

ンスを要求される防衛・通信・先端技術産業の企業にとって、暗号化されているとはいえ、未公開の

コア技術データを中国企業のサーバー（またはその影響下にあるクラウドインフラ）に送信すること

は、法務およびリスク管理の観点から許容されない可能性が高い5。オムロンのような日本企業が構

想する、技術論文や経営情報と深く連携した包括的な「知財AIエージェント」を実現するためには、
データの機密性を担保することが絶対条件となる17。 
このデータプライバシーの壁をどのようにクリアするかが、Qwen3.7-Max（および同種の中国製プロ
プライエタリモデル）が西側諸国のエンタープライズ知財市場で広く採用されるかどうかの決定的な



分水嶺となる。エンタープライズ向けの閉域網（専用の仮想プライベートクラウド: VPC）内での隔離
デプロイメントオプションの提供や、ローカル環境で動作する強力なオープンソース版（例えばQwen 
2.5シリーズの後継機）の再提供が、市場から強く求められている状況である。 

結論 
Alibabaの「Qwen3.7-Max」は、言語モデルの用途を単なる情報の要約や人間との対話から、数日
間にわたって試行錯誤を繰り返す「自律型デジタルワーカー」へと昇華させた画期的な基盤モデルで

ある。タスクと検証を分離した革新的な学習アーキテクチャと、自己監査システムによって支えられ

た長期間の論理的推論能力は、ソフトウェア開発や高度な数学的推論においてClaude Opus 4.7や
GPT-5.5といった西側の覇権モデルを一部の領域で凌駕し、同時に圧倒的なコストパフォーマンスを
提供する。 
特に知的財産（IP）の領域においては、その100万トークンという巨大なコンテキスト処理能力と、
MCPを介した自律的な外部ツール操作能力により、特許明細書のドラフティング、意味論的ベクトル
検索による先行技術調査、さらには審査官の行動予測を伴うオフィスアクション対応など、これまで

多大な専門家工数と費用を要していたワークフローを劇的に効率化する可能性を秘めている。冗長

な出力による予期せぬコスト増加や、データ主権に関する地政学的な導入ハードルは存在するもの

の、Qwen3.7-Maxが実証した「エージェントの時代」の実力は、今後の法務・知財テクノロジーの標
準的なあり方を決定づける強力な推進力となることは間違いない。 
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